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沖
縄
密
約
問
題
に
つ
い
て
の
元
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
の
証
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

『
現
代
』
（
講
談
社
）
二
〇
〇
六
年
十
月
号
に
「
外
務
省
『
犯
罪
白
書
』
五

『
沖
縄
密
約
』
最
後
の
封
印
を
解
く
」
と

題
す
る
論
文
（
以
下
、
「
現
代
論
文
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
で
吉
野
文
六
元
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
現
代
論
文
」
で
吉
野
氏
は
、

「
西
山
事
件
が
起
き
た
た
め
に
、
土
地
の
復
元
費
用
を
肩
代
わ
り
す
る
『
四
百
万
ド
ル
』
の
密
約
だ
け
が
大
写
し
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
機
密
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
問
題
な
の
は
、
沖
縄
返
還
に
あ
た
っ
て
三
億
二
千
万
ド
ル
と
い
う
、

国
際
法
上
、
初
め
は
払
わ
な
く
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
た
巨
額
が
協
定
に
載
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

（
沖
縄
返
還
協
定
第
七
条
に
明
記
）
。
そ
の
内
訳
は
大
蔵
省
が
先
方
の
担
当
官
と
交
渉
し
た
結
果
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一

つ
一
つ
積
み
上
げ
て
精
査
さ
れ
た
よ
う
な
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

三

「
現
代
論
文
」
で
吉
野
氏
は
、

「
四
百
万
ド
ル
の
復
元
費
用
の
肩
代
わ
り
は
機
密
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
沖
縄
協
定
の
公
表
さ
れ
て
な
い
交
渉
内
容

一



の
な
か
に
は
、
も
っ
と
重
要
で
、
も
っ
と
カ
ネ
の
か
か
っ
た
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ろ
う
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
認
識
は
正
し
い
か
。

四

「
現
代
論
文
」
で
吉
野
氏
が
述
べ
た
二
の
内
容
が
事
実
で
、
三
の
認
識
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
二
〇
〇
六
年
三
月
七

日
付
内
閣
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
一
〇
五
号
）
に
お
い
て
政
府
が
行
っ
た
「
第
六
十
七
回
国
会
に
お
け
る
沖
縄
返
還

協
定
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
当
時
か
ら
、
歴
代
の
外
務
大
臣
等
が
一
貫
し
て
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
と
お
り
、
沖

縄
返
還
に
際
す
る
支
払
に
関
す
る
日
米
間
の
合
意
は
、
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

の
間
の
協
定
（
昭
和
四
十
七
年
条
約
第
二
号
）
が
す
べ
て
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
、
明
確
な
説
明
を
求

め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


